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-
二
四

年
十
一
周
を
以
て
文

mm訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
↑
代
り
奥
力
と
し
て
刊
一
台
を
受
け
、
書
潟
役
笛
の
如
く
こ
か
ら
商
雨
入
粁
の
大
日
山
路
に
在
る
海
布
。
商
さ
九
一
安
永
五
年
新
番
と
な
り
、
.
夫
明
四
年
父
一
一
一
郎
兵
衛
一

後
、
諸
県
校
に
政
搬
を
執
・
0
、
二
十
年
九
月
第
四
尚
一
年
一
一
干
討
を
加
え
御
文
防
御
用
を
勤
め
、
組
外
・
一

O
米

。

一

平

の

越

知

一

内

三

十

石

を

製

ぎ

、

組

外

に

列

し

、

御

勝

等
中
町
内
山
校
の
興
る
に
及
び
、
そ
の
教
務
を
射
託
せ
ら
一
手
保
五
定
番
御
馬
勉
・
江
戸
御
臆
式
御
用
に
版
任
し
二
オ
ホ
タ
キ
大
灘

4
オ
ホ
タ
キ
ハ
タ
ケ
ナ
カ
一
手
御
用
よ
り
諸
聴
を
絡
、
官
政
二
年
七
月
五
十
行
を

れ
た
が
、
少
時
に

L
て
絡
め
た
。
直
樹
悦
池
原
総
町
一
拘
H
M
m
託

銀

・

七

十

七

践

を

以

て

授

。

子

孫

制

約

い

で

務

一

大

櫛

鼠

中

。

一

加

へ

、

同

年

九

R
A
u
一
一
一
日
四
十
五
践
を
以
て
夜
し

狩

文

は

そ

の

得

訟

と

す

る

所

で

な

か

っ

た

が

、

尤

も

一

に

仕

へ

た

。

・

一

オ

ホ

ダ

キ

大

溜

羽

咋

郡

日

用

の

内

の

小

字

。

一

た

。

育
英
の
栄
に
投
じ
て
ゐ
た
。
後
東
京
に
上

b
、
二
十
-
オ
ホ
タ
カ
ト
ウ
ェ
イ
大
高
東
築
部
は
厚
胤
。
一
オ
ホ
タ
キ
ガ
ハ
大
灘
川
鹿
島
都
別
所
領
し
ぶ
一
オ
ホ
タ
チ
ノ
大
館
野
石
川
郡
中
奥
郷
米
松
地

九
年
正
月
夜

L
た
o

一
初
め
育
次
郎
。
江
戸
住
の
随
一
柳
o
U
A
東
竹
の
夜
し
た
一
ち
谷
及
び
あ
ま
池
か
ら
流
出
し
、
河
内
領
で
熊
木
川
一
内
の
臓
野
方
一
八

O
米
許
・
り
の
地
を
大
館
野
と
い

オ
ホ
タ
大
田
羽
咋
郡
抑
水
大
海
院
に
堕
3
る
時
幼
に
し
て
十
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
、
天
明
六
年
又
一
に
w
m
A
?
合
流
程
四
粁
許
0

・
一
ひ
、
足
利
氏
の
米
川
大
郎
氏
の
采
一
地
で
あ
っ
た
と
い

部

部

。

一

十

人

扶

持

を

加

へ

、

流

政

四

年

新

知

二

百

.

砲

を

賜

一

オ

ホ

タ

キ

ハ

タ

ケ

ナ

カ

大

灘

畠

中

鳳

京

都

七

了

山

。

隊

掠

叫

明

日

銀

箔

正

六

年

六

周

十

八

日

の

僚

に

、

オ
ホ
タ
太
田
能
央
部
自
陣
内
部
午
首
〉
の
内
の
一
ひ
、
文
化
六
年
夏
に
五
十
石
を
噌
し
、
十
一
年
夜
し
一
浦
庄
に
臨
す
る
部
務
。
犬
猫
と
畠
中
と
は
一
一

fmに
↑
『
大
館
又
四
郎
殿
被
掠
到
州
武
松
村
之
事
依
務
室
梨

小

字

。

~

た

o

一
あ
っ
て
、
古
〈
は
別
の
村
で
あ
っ
た
が
、
後
に
合
併
一
約
也
o
元
前
之
陶
披
滋
之
o
仰
御
衝
撃
也
o
赤
松
次

オ
ホ
タ
太
田
河
北
端
井
上
応
に
川
幽
す
る
惚
wm
。
"
オ
ホ
タ
カ
ト
ウ
ゲ
ン
大
高
束
元
江
戸
に
住
す
一
し
て
大
櫛
畠
中
と
稽
し
た
。
明
治
中
麗
に
改
め
て
大
一
郎
法
師
被
官
補
上
美
作
守
以
訴
朕
巾
之
。
』
と
あ
る

三
宮
古
杷
近
年
水
引
制
人
沙
汰
踏
分
前
中
の
僚
に
、
吋
大
一
る
時
附
で
、
一
止
徳
一
点
年
六
月
初
出
さ
れ
、
僚
三
十
人
一
揃
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
o

一
が
、
加
賀
に
武
松
村
は
な
い
。
恐
く
は
米
松
の
穏
で

回
ヨ

P
北
約
茂
畷
マ
デ
』
な
ど
L
見
え
る
o
又
白
山
-
扶
持
を
賜
ひ
、
元
文
二
年
入
居
新
知
二
一
白
石
を
受
一
オ
ホ
ダ
キ
ヤ
マ
大
満
山
河
北
部
曲
子
原
の
北
一
あ
ら
う
o

宮
議
倣
説
中
記
録
手
旅
四
年
の
僚
に
、
『
同
年
十
周
二
一
け
、
延
苧
四
年
六
十
践
を
以
て
夜
し
た
。
一
方
の
山
。
高
さ
一
七
五
米
。
山
健
第
三
紀
居
。
一
オ
ホ
タ

F
ウ
ケ
ン
太
田
建
築
部
は
般
資
、
披

越
前
能
鷲
越
巾
一
一
一
ヶ
岡
武
士
乱
入
。
能
鷲
越
巾
栄
J

陣
、
オ
ホ
タ
カ
ト
ウ
チ
タ
大
高
束
竹
後
に
保
築
と
一
オ
ホ
タ
ケ
大
竹
石
川
端
山
島
郷
に
幽
す
る
部
一
は
文
部
知
又
は
如
松
軒
。
初
め
金
持
城
巾
作
事
腕
の

大
山
云
々
o
h
と

も

あ

る

。

一

般

め

た

o
江
戸
住
の
踏
附
で
、
延
苧
四
年
矢
束
元
の
一
帯
0

・

一

回

更

で

あ

っ

た

録

、

能

菅

・

越

中

を

巡

っ

た

こ

と

が

オ
ポ
タ
太
田
羽
郷
咋

ω知
院
内
太
川
・
白
水
保
に
一
夜
一
後
そ
の
治
知
を
裂
ぎ
、
貸
附
九
年
一
鋭
し
た
。
一
オ
ホ
タ
ジ
ヨ
ウ
太
田
城
河
北
郡
太
聞
に
在
つ
一
多
〈
、
遂
に
能
管
名
跡
志
を
請
し
た
o
性
文
殿
風
流
‘

あ
る
部
務
。
明
惚
八
年
十
二
局
叶
四
日
白
山
義
元
在
一
オ
ホ
タ
ガ
ハ
太
田
川
鳳
京
都
吉
谷
領
山
か
ら
一
た
。
三
州
事
蹴
誌
に
λ

こ
の
村
領
山
に
古
城
跡
が
あ
一
俳
諮
を
好
み
、
後
間
四
と
な
っ
て
輪
島
に
移
住
し
、
文

利
一
宮
衆
徒
出
品
等
H
H
録
に
、
『
三
一
内
苅
-
在
太
川
富
永
一
夜
し
、
古
君
舗
で
挺
に
注
ぐ
o
流
桂
三
粁
三
詐
。
一
つ
て
、
太
悶
和
泉
守
が
跨
た
と
あ
る
。
こ
の
太
倒
和
一
化
四
年
五
周
波
。
そ
の
他
の
特
に
吉
野
郎
領
十
雲
仙

せ
ん
ふ
削
と
鋭
刻
版
分
o』
と
あ
る
太
刷
協
永
も
こ
↑
オ
ホ
タ
ガ
ハ
太
田
川
鳳
京
榔
諸
積
郷
に
腿
す
一
泉
を
越
資
質
コ
苅
志
に
は
織
田
信
長
の
庖
と
す
る
一
行
も
あ
る
。
滋
殺
は
そ
の
泊
稿
な
る
べ
く
、
こ
れ
を

の
太
凶
の
こ
と
で
あ
る
o
明
治
巾
に
主
っ
て
東
太
削
・
一
る
邸
w
m
o
明
治
八
年
十
周
に
京
り
、
竹
原
と
合
併
し
一
が
、
そ
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
一
限
本
道
議
に
作
る
も
の
は
認
で
あ
る
。

太
同
に
分
か
ち
、
次
い
で
東
太
凶
・
商
太
川
と
し
、
一
て
竹
太
と
政
務
し
た
。
一
オ
ホ
タ
シ
ン
大
田
新
鹿
島
郡
高
行
保
に
鹿
す
一
オ
ホ
タ
ト
ミ
ナ
ガ
太
田
富
一
氷

l
オ
ホ
タ
太

箆

に

合

併

し

て

太

仰

と

し

た

。

一

オ

ホ

タ

ガ

ハ

太

田

川

M
M

鳳
奈
川
掛
竹
太
の
内
一
る
都
帯
。
務
政
時
代
に
は
ま
だ
大
岡
か
ら
濁
立
し
て
一

mmハ
mm咋)。

オ

ホ

タ

太

田

臨

時

榔

施

行

保

に

幽

す

る

部

務

。

一

の

小

学

。

一

ゐ

な

か

っ

た

。

一

オ

ホ

タ

ト

εナ
ガ
ホ
大
田
富
一
氷
保
羽
咋
郷
に

オ
ホ
タ
カ
ゲ
ン
テ
ツ
大
高
元
哲
前
は
際
性
。
↑
オ
ホ
タ
カ
ン
サ
イ
大
田
簡
震
活
癖
於
蒐
八
郎
。
-
オ
ホ
タ
ソ
ウ
ヨ
太
田
宗
吉
信
長
記
の
著
者
太
一
在
っ
た
。
承
久
一
一
一
年
詮
挫
の
能
膏
凶
回
数
円
録
に
、

江
戸
住
の
皆
師
。
東
栄
の
子
。
文
化
十
一
年
父
の
治
一
策
太
郎
の
子
で
、
元
点
の
長
孫
で
あ
る
o
幼
よ
り
業
一
田
和
泉
守
牛
一
の
遁
稽
は
又
助
で
あ
っ
た
。
共
の
子
一
『
大
同
富
永
保
、
コ
可
九
段
三
、
元
久
元
年
-X傑
朕
o
』

知
二
円
五
十
行
を
党
け
、
文
政
五
年
一
白
石
を
加
へ
ら
一
を
元
点
に
栄
け
、
元
山
川
の
夜
す
る
に
及
び
、
叔
父
附
一
に
又
助
・
又
七
二
人
が
あ
る
。
又
助
の
子
右
衛
門
佐
、
一
と
見
え
る
。
後
枇
亦
太
凶
富
永
保
の
名
を
存
す
る
。

れ
、
天
保
九
年
残
し
た
。
子
来
栄
亦
そ
の
治
知
を
製
一

京
園
長
知


